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文
化
財
の
保
存
・活
用
に
向
け
て
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高
一山

　

一丹
樹

今
年

の
通
常
国
会
で

改
正
文
化
財
保
護
法
が

可
決
さ
れ
、
６
月
８
日

に
公
布

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
趣
旨
と
し
て
、
「
過

疎
化

・
少
子
高
齢
化
な

ど
を
背
景
に
、
文
化
財

の
減
失
や
散
逸
等

の
防
止
が
緊
急

の
課
題
で
あ
り
、

未
指
定
を
含
め
た
文
化
財
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し

つ
つ
、
地
域
社
会
総
が
か
り
で
、
そ
の
継
承
に
取
組

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
。
こ
の
た
め
、
地
域
に
お
け

る
文
化
財
の
計
画
的
な
保
存

・
活
用
の
促
進
や
、
地

方
文
化
財
保
護
行
政
の
推
進
力
の
強
化
を
図
る
。
」
と

あ
り
、
文
化
財
の
保
存

・
活
用
に
お
け
る
地
域
社
会

と
の
共
働
が
よ
り

一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
市
で
も
、
今
年
度
か
ら
文
化
財
部
を
文
化
財

活
用
部
と
す
る
組
織
改
編
を
行

い
、
市
内
に
お
け
る

福
岡
城

・
鴻
臆
館
を
含
め
た
文
化
財
全
般
に
つ
い
て

一
層
の
保
存

・
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

福
岡
城
に
つ
い
て
も
、
平
成
２６
年
度
に
策
定
し
た

『国
史
跡
福
岡
城
跡
整
備
基
黙
躊
Ⅷ
へ』
ヤ
秘
鯵
ヽ
Ｆ
福

岡
城
内

の
発
掘
調
査
、
旧
母
里
太
兵
衛
邸
長
屋
門
の

修
復
、
潮
見
櫓
の
部
材
調
査
、
重
要
文
化
財

南

丸
多

聞
櫓
の
保
存
修
理
工
事
等
を
実
施
し
、
今
年
度
は
潮

見
櫓
の
復
元
検
討
に
む
け
た
発
掘
調
査
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
観
光
資
源
と
し
て
の

一
層
の

磨
き
上
げ
や
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
と
し
て
の
活
用
な

ど
、
さ
ら
な
る
集
客
に
ぎ
わ
い
創
出
に
む
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
社
会
の
皆
様
と
協
力
し
な
が

ら
、
福
岡
市
内

の
文
化
財
の
保
存

・
活
用
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



共働 事業蝙 年 間の取 り組み と事業報告

ATTACK THE FUKUOKA CASTLEニテl蝋よ:島籠曇

饉 鐵嘔 砒

「福岡城を出界中の人々が集う場所にJを スローガンに、
「福岡城を世界ヘプロモーションするJ、 「福岡市民の歴史知
識と郷土意識の向上に貢献するJ、 「歴史を継承 していくた

めに、語り部となれる若い人材の育成に貢献するJを 目的と

し、外国人と日本人が一緒に楽しめるイベントとして始まっ

た「Attack the Fukuoka CastleJ(ア タック・ザ・フクオカ

キャッスル)です。

平成27年 8月 9日 から始まり、平成28年 3月 13日 、平成

28年 7月 24日 、平成29年 3月 5日 と、これまでに 4度開催
してきましたc

このイベントは、福岡城内に数力所設置された問題ポイ

ントで、英語で記載された福岡城の歴史についての様々な

謎を解き明かしながら、制限時間内に最終地点である天守

台を攻めるという、参加者がまるでゲームの中にいるよう

な感覚で楽しめる体験型グームです。参加者は外国人と日

本人の混合チーム 3人 1組でゲームを楽しみました。

カービー・理恵

渋谷 ひとみ

第 4回 日は九州大学との共同開発で問題のデジタル化を

実施し、参加者はタブレットを使用し、城内に設置した問

題ポイントでQRコ ードを読み取ると問題が表示され回答す
るという流れでゲームを実施する事ができました。デジタ

ル化によリゲームの流れがスムーズとなり、今後更なるシ

ステムの開発に期待しております。

これまでの 4度の開催では、参加者から「ゲームを通して

福岡城の歴史を学びながら、新しく出会った人達と福岡城

を一緒に歩きまわる事が出来てとても楽しかったJと いう声

を多 く頂きました。外国人の方々と日本人の方々がチーム

となリー緒にゲームを成し遂げるという楽しみ方は多くの

参加者がゲームを楽

しめた大 きな要素 と

なりました。

今後 も、福 岡城が

世界中の人々が集 う

場所 となるために少

しで も貢献できれば

幸いですc

|ミ||

元
舞
鶴
公
園
管
理
事
務
所
所
長
　
松
本
　
伸
三
郎

秋
を
彩
る
植
物
は
「ひ
が
ん
ば
な
」
と
「い
ち
よ
う
」

で
す
。
「都
会
の
ど
真
ん
中
に

一
面
に
咲
く
ひ
が
ん

ば
な
」
を
テ
ー
マ
に
、
陸
上
競
技
場
の
ス
タ
ン
ド
の

南
側
と
西
側
の
土
手
に
平
成
二
十
七
年
か
ら
毎
年
二

千
球
を
職
員
で
植
え
付
け
、
空
に
抜
け
る

「ひ
が
ん

ば
な
の
土
手
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

黄
葉
が
き
れ
い
な

い
ち
よ
う

は
園
内
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
生
え
て
い
ま
す
が
、
日
立
つ
の
が
松
本
坂

の
並
木
、
そ
れ
と
一襄
御
門
西
側
と
藤
園
西
側
の
二
本

の
巨
木
で
す
。
こ
の
二
本
は

「雌
」
で
黄
葉
と
と
も

に
実

（銀
杏
）
も
来
園
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で

い
ち
よ
う

は
ど
の
く
ら
い
実
が
な
る

で
し
よ
う
？

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
北
側
の
樹

企
局
さ

約
‐２
ｍ

幹
回
り

約
１
　
５
ｍ
）
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

十
月
中
旬
か
ら
十
二
月
下
旬
ま
で
に
落
ち
た
実
の
総

数
は
五
万
個
以
上
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
秋
の
実

り
の
豊
か
さ
に
驚
き
ま
し
た

（落
ち
て
い
る
実
を
拾

う
こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
）
。

次
は
鳥
、
秋
と
い
え
ば
樹
の
で
っ
ぺ
ん
か
ら

「キ
ー

キ
チ
キ
チ
キ
チ
」
と
聴
こ
え
て
く
る

「も
ず
の
高
鳴

き
」
で
す
ね
。
自
分
の
縄
張
り
を
宣
言
し
て
頑
張

っ

て
い
ま
す
。
も
ず

は
い
ろ
ん
な
鳥
の
鳴
き
ま
ね
を

す
る
の
で
漢
字
で
は

「百
舌
鳥
」
と
書
き
、
少
し
下

手
な
鳴
き
声
が
聴
こ
え
た
ら
、
近
く
に

も
ず

が
い

る
の
で
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

秋
は
鳥
の
渡
り
の
季
節
で
す
。
「夏
鳥
」
が
南
に

帰
り
、
「冬
鳥
」
が
北
か
ら
や

っ
て
く
る
、
そ
れ
と

北
か
ら
南

へ
の
渡
り
の
途
中
に
日
本
を
通
週
し
て
い

く

「旅
鳥
」
に
運
が
良
け
れ
ば
会
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
平
成
二
十
八
年
九
月
、
や
つ
が
し
ら

に
会
え

た
の
は
ラ
ツ
キ
ー
で
し
た
。
舞
鶴
公
園
は
渡
り
鳥
の

休
憩
地
と
し
て
貴
重
な
場
所
な
の
で
す
。
冬
鳥
と
い

え
ば

か
も
類
。　
一
番
初
め
は
、
十
月
中
旬
に
や
っ

て
く
る

「ひ
ど
り
が
も
」
で
、
濠
の
水
面
に
浮
か
ぶ

餌
を
つ
が
い
で
並
ん
で
採
る
微
笑
ま
し
い
姿
を
観
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

夏
と
冬
を

つ
な
ぐ

秋
、
い
ろ
ん
な
生
き

物
の
移
り
変
わ
り
に

出
会
う
こ
と
が
で
き

る
舞
鶴
公
園

へ
ぜ
ひ

お

出

か

け

く

だ

さ

い
。

ヒカンバナ :陸上競技場西法面

イチョウ :テニスコートJヒ側 モズ :陸上競技場東側



福
岡
城
市
民
の
会
歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー

湖
治
維
新
１
５
０
年
ｏ西
郷
ど
ん
・
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
Ｉ
』

本
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「西
郷
ど
ん
」
放
映
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
あ
わ
せ
た
、
鹿
児
島
城
下
の

「西
郷
隆
盛
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、通
常
の
観
光
旅
行
だ
け
で
は
な
く
、幕
末
に
お
け
る
筑
前
・薩
摩
両
藩
の
事
績
や
、尊
皇
思
想
の
強
い
「平
野
國
臣
＆
西
郷
隆
需
」

ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ

「
こ
こ
が
そ
う
だ
っ
た
の
か
―
」
と
ご
参
加
の
皆
さ
ん
は
、
知
る
喜
び
を
共
有
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

実
施
日
］
平
成
３０
年
６
月
２
日

（土
）
～
３
日

（
日
）

［
一
日
目
］

加
治
屋
町
　
西
郷
隆
盛
生
誕
地

―

維
新
ふ
る
さ
と
館

―

照
国
神
社

―

島
津
斉
彬
公
像

―

西
郷
隆
盛
像

―

城
山
薩
軍
本
営
跡

―

西
郷
洞
窟

―

西
郷
隆
盛
終
焉
地

―

私
学
校
跡

［二
日
目
］

西
郷
南
洲
顕
彰
館
　
南
洲
墓
地

―

仙
巌
園

（尚
古
集
成

館
）
―

月
照
　
西
郷
入
水
の
地

―

西
郷
蘇
生
の
家

―

龍
門
司
坂

（加
治
木
）
―

平
野
國
臣
歌
碑
　
有
馬
新
七

生
誕
の
地

（伊
集
院
）
―

武
村
の
西
郷
屋
敷
跡

幕
末
、
筑
前
藩
十

一
代
藩
主
黒
田
長
薄
公
は
、
離
摩

藩
十

一
代
藩
主
島
津
斉
彬
公
の
大
叔
父
に
あ
た
り
、
幼

少
の
頃
よ
り
兄
弟
の
よ
う
に
仲
が
良
く
互
い
に
密
接
な

関
係
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
長
薄
公
は
、
嘉
永

三
年

（１
８
５
０
）
に
徳
川
幕
閣
や
有
力
大
名

へ
の
斉

彬
公
の
早
期
藩
主
就
任
の
運
動
や
、
薩
摩
藩
士
の
斉
彬

派
４
人
の
筑
前
藩
潜
人
保
護
な
ど
、
斉
彬
公
の
薩
摩
藩

主
実
現
に
努
力
し
ま
す
。

両
藩
の
な
か
で
、
関
係
の
深
か

っ
た

「平
野
國
巨
」

と

「西
郷
隆
盛
」
を
中
心
に
藩
主
斉
彬
公
時
代
と
国
主

久
光
公
時
代
に
別
け
て
考
察
し
ま
す
ｃ

●

薩
摩
十

一
代
藩
主
島
津
斉
彬
公
の
時
代

薩
摩
十
代
藩
主
斉
興
公
の
長
男
斉
彬
公
は
、
嘉
永
四

年

（１
８
５
１
）
二
月
二
日
薩
摩
十

一
代
藩
主
に
就
任
。

一　
嘉
永
四
年
（１
８
５
１
）
春
、筑
前
藩
士
「平
野
國
臣
」

は
、
宗
像
入
社
中
津
宮
普
請
方
と
し
て
宗
像
郡
大

島
に
赴
任
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
薩
摩
藩
の
家
督
騒

動
に
関
わ
り
筑
前
藩
に
匿
わ
れ
て
い
る
四
人
の

一

人

「北
条
右
門
」
と
知
り
合
い
ま
す
。
こ
の
二
人

の
出
会
い
が
、
後
の
平
野
と
西
郷
の

「尊
皇
倒
幕

・

国
家
統

一
」
の
運
動
に
結
び
つ
い
て
行
き
ま
す
。

安
政
元
年

（１
８
５
４
）
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
公

は
参
勤
交
代
の
途
上
、
筑
前
領
内
の
長
崎
街
道
飯
塚

駅
に
て
筑
前
藩
主
黒
田
長
津
公
と
久
方
ぶ
り
に
会
見

し
ま
す
。
議
題
の

一
つ
に

「
日
の
丸
＆
筑
前
西
染
」

が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

国
旗

「
日
の
丸
」
の
最
初
の
染
め
色
は

「筑
前
西
染
」

だ

つ
た
―

斉
彬
公
は
、
安
政
元
年

（１
８
５
４
）
薩
摩
洋
式
軍

艦

「昇
平
丸
」
の
艦
尾
に
総
船
印
と
し
て

「
日
の
九
」

を
考
案
す
る
際
、
筑
前
藩
主
黒
円
長
薄
公
へ
頼
み
筑
前

商
染

（現
飯
塚
市
山
口
茜
屋
）
に
て

「日
の
丸
」
を
染

め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
（現
在
鹿
児
島
の
照
回
神
社

の
宝
物
殿
に
そ
の
模
型
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
）

港
。
藩
命

「月
照
の
日
向
送
り
」
に
絶
望
し
た
西

郷
は
１０
キ
ロ
先
の
錦
江
湾
で
月
照
を
抱
き
人
水
を

は
か
り
ま
す
。
平
野
が

「早
く
船
を
止
め
ろ
―
」

と
叫
ぶ
が
、
船
は
帆
船
で
止
ま
ら
な
い
。
即
座
に

平
野
は
腰
の
脇
差
を
抜
き
綱
を
切

っ
て
帆
を
下
ろ

し
強
引
に
船
を
止
め
ま
す
ｃ
二
人
の
身
体
が
海
面

に
浮
か
び
上
が

っ
て
き
ま
す
。
近
く
の
浜
辺
に
上

陸
．
漁
師
の
家
に
担
ぎ
込
み
蘇
生
を
施
す
が
西
郷

だ
け
が
生
き
返
り
ま
す
。
依
頼
、
平
野
と
西
郷
は

前
に
も
ま
し
て
腹
を
割

っ
て
話
し
合
え
る
関
係
と

な
り
ま
す
。

人
水
後
、
西
郷
は
残
り
の
人
生
を

「
ｔ
中
の
死
骨
」

と
し
て
生
き
ま
す
。　
一
度
死
ん
だ
わ
が
身
、
常
に
死

を
覚
悟
し
信
義
を
貫
い
た
生
き
方
を
し
、
他
の
人
間

に
は
思
い
も
よ
ら
な
い
行
動
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
．
そ
し
て
薩
摩
藩
を
主
導
す
る
立
場
と
な
っ
た
西

郷
は
、
倒
幕
最
大
の
功
労
者
と
な
り
ま
す
。

万
延
元
年

（１
８
６
０
）
十
月
、
平
野
國
臣
は
薩

摩
藩
主

へ

「幕
府
減
亡

。
国
家
統

一
」
を
訴
え
た
い

と
再
び
薩
摩
に
入
り
ま
す
。
伊
集
院
の
坂
木
六
郎
家

（有
馬
新
七
誕
生
地
）
の
裏
山
の
頂
上
に
登
り
、
日

鰊
闊

櫃

毀

福
岡
城
「東
・西
。南
・北
」
城
下
町
巡
り

西
コ
ー
ス
‥
。「
月
１１
日
（日
）

‐０
時
～
‐２
時

唐
津
街
道
の
福
岡
で

一
番
古

い
唐
人
町
商
店
街
や
近
隣
の

古
寺
な
ど
を
巡
る

東
コ
ー
ス
‥
・１１
月
２５
日
（日
）

‐０
時
～
‐２
時

ｔ
ノ
橋
よ
り
東

へ
、
大
名
町

・
中
堀
跡

・
肥
前
堀
跡

・
天

神
ノ
丁
を
経
て
西
中
洲

ヘ

南
コ
ー
ス
ー
・１２
月
２
日
（日
）

‐０
時
～
‐２
時

お
城
の
南
側
、
か
つ
て
の
軍
事
基
地

。
赤
坂
山

一
帯
を
巡
る

北
コ
ー
ス
‥

１２
月
９
日
（日
）

‐０
時
～
‐２
時

荒
津
山

（西
公
園
）
に
は
黒
日
家
ゆ
か
り
の
お
話
が
沢
山

あ
り
ま
す

参

加

費
＝
参
加
者
１
名
に
付
き
５
０
０
円

（小
学
生
以
下
は
無
料
）

集
合
場
所
＝
西
コ
ー
ス
（唐
人
町
駅
７
番
出
回
の
地
上
）

東
コ
ー
ス
（福
岡
城
む
か
し
探
訪
館
）

南
コ
ー
ス

北
コ
ー
ス
Ｔ
一の
丸
ス
ク
エ
ア
）

申
込

お
問
い
合
わ
せ
は
福
岡
城
市
民
の
会
ま
で

高
い
石
垣
、
天
守
台
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
眺
め

・
・
・
広
い

福
岡
城
を
テ
ク
テ
ク
歩
き
、
四
季
を
感
じ
な
が
ら
、
大
き
な
声

で

「え
～
と

・
・
・
」
と
語
る
ガ
イ
ド
の
醍
醐
味
―

こ
の
度
、
福
岡
城
市
民
の
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ガ
イ
ド
を

募
集
し
ま
す
。
福
岡
城
が
好
き
な
人
、
博
多

・
福
岡
の
歴
史
に

興
味
が
あ
る
人
、
ガ
イ
ド
を
し
て
み
た
い
人
、
日
々
の
生
活
に

何
か
や
り
が
い
を
見
つ
け
た
い
人
、
福
岡
城
を

一
緒
に
案
内
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

「興
味
は
あ
る
け
ど
自
信
が
無
い
」
「あ
ま
り
勉
強
し
た
こ
と

が
な
い
」
と
い
う
人
も
心
配
ご
無
用
、
ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
と
学

び
あ
い
、
週
に

一
回
学
習
す
る
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。

＊
主
な
ガ
イ
ド
の
内
容

市
民
の
方
や
観
光
客
の
皆
様
に
福
岡
城
や
鴻
臆
館
を
ご
案

内
し
ま
す
。
福
岡
城
下
町
を
ブ
ラ
ッ
と
歩
い
て
の
ガ
イ
ド
も

あ
り
ま
す
。
「さ
く
ら
祭
り
」
「藤
祭
り
」
な
ど
で
は
多
聞
櫓

や
伝
潮
見
櫓
、
下
之
橋
御
門
な
ど
を
公
開
し
訪
れ
た
方
に
ご

案
内
を
し
ま
す
。
コ
ー
ス
や
テ
ー
マ
を
ガ
イ
ド
仲
間
で
話
し

合
う
の
も
楽
し
い
で
す
。

＊
応
募
の
ご
相
談

・
連
絡
先

事
務
局

Ｎ̈
Ｐ
Ｏ
法
人
　
福
岡
城
市
民
の
会

（最
終
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

李
嘩餅計江畑燒錠鴫雌触義公と

安
政
五
年

（１
８
５
８
）
七
月

一
六
日
斉
彬
公
急
逝

に
よ
り
、
元
十
代
藩
主
斉
興
公
が
藩
の
実
権
を
握
り
ま

す
が
、
安
政
六
年

（１
８
５
９
）
に
逝
去
。
幕
府
は
忠

義
の
父
久
光
公
を
藩
政
補
佐
に
任
じ
ま
す
。
以
後
薩
摩

藩
で
は

「国
父

・
久
光
公
」
と
呼
ば
れ
藩
の
実
権
を
握

り
ま
す
ｃ

一　
安
政
五
年

（１
８
５
８
）
十
月
、
安
政
大
獄
か
ら

逃
れ
る
た
め
、
西
郷
は
僧
月
照
を
博
多
の
北
条
右

門
に
託
し
薩
摩
藩
と
の
事
前
協
議
の
た
め
薩
摩
に

先
行
し
ま
す
。
北
条
は
も
と
も
と
西
郷
と
親
交
の

あ

っ
た
福
岡
藩
士

「平
野
國
臣
」
に
僧
月
照
の
薩

摩
同
行
を
頼
み
ま
す
。

二
　
安
政
五
年

（１
８
５
８
）
十

一
月
十
五
日
、
薩
摩

藩
は
月
照
の
保
護
を
拒
否
。
平
野

・
西
郷

・
月
照

と
薩
摩
藩
監
視
役
坂
口
が
藩
所
有
の
屋
形
船
で
出

中
桜
島
山
を
　
一

呪
み

つ
け
、
　
一

次
の
詩
を
吟
　
′

じ
大
久
保
か

ら
の
伝
言
を

待
ち
ま
す
。

我
胸
の

燃
ゆ
る
思
ひ
に

く
ら
ぶ
れ
ば

煙
は
う
す
し

桜
島
山

|==彗
=

0鹿児島市
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第11期福岡歴史観光市民大学は、7月 2日に開講、9月 10日までに前半10回 (全 20回 )の講義が終了しました。

開講式冒頭、石井幸孝学長 (当会理事長)から次のような挨拶がありました。お蔭さまで11年目を迎えました。熱心な受講者の皆さまと素晴らし

い講師のご協力の賜です。受講の方々も幅広くなり、最後は定員でお断りするくらいでした。今年は明治150年ですし、また九州と縁の深い「朝鮮

通信使」が世界記憶遺産に登録されましたので、講義内容にも配慮しています。運営につきましては事務局の奉仕的な取り組みですので、皆さま

のご協力をお願いします。

今号では第1回から第10回までの講師と講義のテーマを紹介し、講義の簡単なまとめ、または受講者の感想や学長・事務局員の所感を簡単に

付け加えます。(敬称略。感想は聞く人によって様々だと思いますので、一端のご紹介とご理解ください。)

第4回 伊藤議章
日にす

業の場釣畿壕 碗考              
る機会が多い仏像ですが「如来と菩薩の違いを初めて知っ

茶の湯での「茶碗Jの役割に始まり、産地による分類、和物の

写 [9 1:Tl信
電 lξ猛 7胤 輔 穐£役季

像、菩薩、7く動明

歴史を聞いた受講者の方から「茶道を教えているが、知らなし

り興味深かった」との感想がありました. 第 10圃 千 櫂哲 福爾観光め実態と未案戦略

第 雫園 石瀧豊美 明治維新と福岡
幕末と明治維新の福岡藩の揺れ動く挙動は、苦しい事情があっての

ことで、明治期後半では旧福岡藩士達が国家のために多く活躍しま

した。

第2圏  藤圏繁雲 東長奪・藩主書提寺と互菫塔
筑前国続風土記に記されている東長寺の表の歴史のみならず、東

長寺の知名度が高くなかった頃、五重塔と福岡大仏の建立までの裏

話まで、ご住職の東長寺に対する思いが伝わってきました。

第3饉  寺爾蝶美 筑繭欝置を楽彗む
「那須与一」から新作の「桧原桜 Jまで、毎年受講されている「常連J

の方をも飽きさせない生演奏で楽しませていただきました。桧原桜は

福岡市民にはよく知られる話で、反響抜群でした。

篤5測 福圏千鶴 黒圏藩主翁轟願
黒田家の系図を傍らに、「初代長政は…」と11代まで、藩主の肖像画

を映しながら、出自や功績などを年代順に話してくださいました。「200

年以上の歴史を一気に学習した気分でしたJ

第3圃  本∫:lりか 文イヒ財の保存と修復の考え方と実践
文化財修復の現場の写真を交えながら、専門的な仕事の内容を分

かりやすく説明していただきました。文化財保存の大敵藻類とカビ類

の話は愛情があるのではと思うほど熱かったです。

邊集後記―― 一ヽ――――
夏の猛暑が過ぎた後には台風が次 と々…・

自然の脅成を感じます。

190年 前、九州北部を襲った「文政の台風」

では博多湾などにも高潮が発生し、多くの被

害が出たそうです。福岡城は標高20メ ートル

以上もあり、40万ゴ以上の広さが残っていま

す。ぜひ一度、散策をしながら天守台跡の展

望台からの眺めをご覧ください。

今
「
|の表紙は多間櫓 ド西側の石垣と菖蒲

康|の写真です。秋を満喫してください。

向
NPO法人 :福岡城市民の会
〒810-0042
福岡市中央区赤坂11215 読売福岡ビル7階
TEL 092-716-8238 FAX 092-716-8254
HPア ドレス httpノ/fukuokalokO「 Okan nfo
E―ma       staf@fukuokaloko「 Oka∩ info
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醸硼疲頭披良_:検当

第 7Emll 足立憲一 番権富の縁起と祭輿
神功皇后ゆかりの由緒ある神社でありながら、案外市民に知られて

いない香椎官の歴史について話していただきました.地域と共存しつ

つ観光にも力を注がれています。雅楽保存会による「迦陵頻Jの披露

もあり、「初めて見た」「素晴らしかったJと拍手が鳴り上みませんでし

た。

舞な国 西谷 亜 書代。中世の国際海路の変遷
対外交渉の歴史を考察する際、船は重要な手段ということで、船の構

造の進化に絡めて、日本とアジアの政治関係を解説していただきまし

た。石器時代から鎌倉時代まで壮大な時の流れがコンパクトに理解

できました。

第9園  錦織亮介 仏像―数理上のf難権と姿の特徴

統計の数字で見る現状の分析と今後の課題についての講義に「 (福

岡の観光事情について)色々な機会に色々な立場の人から話を聞い

た。今回の千先生の話が一番わかりやすかった」と受講者の声でしたc

一
＃
新
轟
現
△
台
目
奮
箸
基
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（平
成
３０
年
９
月
３０
日
現
在
Ｘ
敬
称
略
）

一■
会
長
（団
体
）　
　
　
　
　
　
　
一■
一‐‐―般
会
長
（個
人
）

株
式
会
社
ロ
コ
プ
ロ
グ
ク
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　
　
ユ削
田
道
也

　

浅
山
　
滉

舞
遊
の
館
　
　
　
　
　
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
大
会
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

文
化
人
、
企
業
の
代
表
者
、
政
治

家
、
福
岡
歴
史
観
光
市
民
大
学
の
受

講
者
な
ど
、
様
々
な
バ
ツ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
開
始
か
ら
半
時

間
ほ
ど
経
っ
た

頃
バ

イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
新
開
裕
司
さ

ん
の
歌
声
が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
モ
ー
ツ
ア
ル
テ
ウ
ム

音
楽
院
に
お
い
て
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
の

経
験
も
あ
る
本
物
の
ア
ノ
ー
ル
。
夫
人

と
の

一重
唱

「
乾
杯
の
歌
」
と
「
ゴ
日
０

ル
ー
プ
、
テ
ー
ブ
ル
か
ら
テ
ー
ブ
ル
に
流

れ
る
方
、
ま
さ
に
翌
父
流
」
そ
の
も
の
。

お
い
し
い
食
事
の

周
り
に
は
人
が

集

ま

り

、
人

が

集
ま
れ
ば
、
何
か

新
し
い
事
、
楽
し

い
事

が
生

ま
れ

る
。
次
Ω
父
流
会

が
楽
し
み
で
す
。

ン
警
暑
量
‡
一孟
檬
鸞
鸞
炒
一

１
９
月
６
日

「ご
ち
そ
う
ダ
イ
ニ
ン
グ
な
な
つ
の
花
」
に
て
開
催
―

当
会
主
催
の
こ
の
交
流
会
も
４
回
　
一ｏ
К
】

智
０
０
σ
覇
」
に
は

一
同
魅
了

を
迎
え
ま
し
た
。
福
岡
城
市
民
の
会
の
　

さ
れ
、
早
々
と
「
今
後
の
交
流
会
に
も

会
員
の
交
流
は
も
と
よ
り
、
ま
だ
会
員

　
ぜ
ひ
」
と
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
。

で
な
い
方
々
も
お
誘
い
し
、
歴
史
や
文
　
　
会
の
後
半
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
同
席
の

化
を
話
の
糸
口
に
、
交
流
を
深
め
よ
う

　
方
と
親
交
を
深
め
る
グ
ル
ー
プ
、
名
刺

と
で
つ
趣
旨
で
企
画
し
て
い
ま
す
。　
　
　
を
片
手
に
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ー
ク
を
す
る
グ

第2回 講義風景 第7回 香椎宮雅楽保存会による

「迦陵頻」


